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一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

な
お
、
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
が
定
め
た
「
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
運
営
要
領
」
第
七
条
に
お
い 

 

て
、
同
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
河
川
工
学
、
環
境
分
野
等
の
専
門
家
等
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
方
法
に
つ

い
て
は
同
委
員
会
に
お
い
て
決
定
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
「
経
緯
」
に
つ
い
て
は
、
「
第
二
回
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
議
事
要
旨
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
八
年
五 

 
 

月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
に
お
い
て
、
「
次
回
は
、
岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
に 

苫
田
ダ
ム
事
業
に
つ
い
て
第
三
者
の
立
場
で
資
料
を
取
り
ま
と
め
説
明
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
」
旨
の
委
員
長
の
発
言
を

出
席
し
た
各
委
員
が
了
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
依
頼
」
は
、
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
と
し
て
の
意
思

決
定
を
経
た
上
で
、
同
委
員
会
の
名
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

ダ
ム
等
事
業
審
議
委
員
会
（
以
下
「
審
議
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
趣
旨
は
、
審
議
委
員
会
の
審
議
の
対
象
と 

 
 

さ
れ
た
ダ
ム
等
事
業
（
以
下
「
審
議
対
象
事
業
」
と
い
う
。
）
の
目
的
、
内
容
等
に
対
す
る
地
域
の
意
見
を
的
確
に
聴
取
す 

衆
議
院
議
員
秋
葉
忠
利
君
提
出
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

三
の
イ
か
ら
エ
ま
で
に
つ
い
て 

三
の
ア
に
つ
い
て 

る
こ
と
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
審
議
委
員
会
の
委
員
を
関
係
都
道
府
県
知
事
及
び
そ
の
推
薦
す
る
者
と
し
、
審
議
委
員
会
の
運

営
も
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
委
員
会
自
ら
の
判
断
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
審
議
対
象
事
業
の
評
価
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
状
況
、
経
緯
等
も
踏
ま
え
つ
つ
独
自
の
判
断
で
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
建
設
省
に
お
い
て
は
、
今
回
の
事
業
評
価
方
策
の
試
行
の
目
的
で
あ
る
事
業
評
価
の
一
層
の
透
明
性
及
び
客
観
性

の
確
保
が
実
現
さ
れ
る
た
め
に
は
審
議
委
員
会
の
議
事
が
適
切
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
「
ダ
ム
等
事 

苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
の
議
事
の
概
要
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
議
事
要
旨
の
公
表
、
記
者
会
見
等
を
通
じ
て
、

今
回
の
事
業
評
価
方
策
の
試
行
の
目
的
で
あ
る
事
業
評
価
の
一
層
の
透
明
性
及
び
客
観
性
の
確
保
と
い
う
観
点
に
照
ら
し
適

切
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

審
議
委
員
会
の
議
事
の
概
要
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
事
業
評
価
方
策
の
試
行
の
目
的
で
あ
る
事
業
評
価
の
一
層
の

透
明
性
及
び
客
観
性
の
確
保
と
い
う
観
点
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 四 

 



 

四
の
ア
に
つ
い
て 

三
の
オ
に
つ
い
て 

業
に
係
る
事
業
評
価
方
策
の
試
行
に
つ
い
て
」
（
平
成
七
年
七
月
十
四
日
建
設
省
河
開
発
第
九
十
八
号
建
設
省
河
川
局
長
通 

達
。
以
下
「
河
川
局
長
通
達
」
と
い
う
。
）
別
紙
「
ダ
ム
等
事
業
審
議
委
員
会
設
置
・
運
営
要
領
」
（
以
下
「
設
置
・
運
営 

 
 

 
 

要
領
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
審
議
委
員
会
は
議
事
内
容
の
概
要
を
公
表
す
る
べ
き
旨
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る 

 
 

が
、
そ
の
公
表
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
か
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
審
議
委
員
会
の
設
置
の
趣
旨

に
も
か
ん
が
み
て
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
委
員
会
自
ら
の
判
断
に
よ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
、
御
指
摘
の
「
審
議
委
員
会

の
全
面
公
開
」
及
び
「
議
事
録
の
公
表
」
に
つ
い
て
は
特
に
定
め
を
置
く
こ
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

設
置
・
運
営
要
領
で
は
地
域
の
意
見
を
的
確
に
聴
取
す
る
観
点
か
ら
地
域
住
民
等
か
ら
の
意
見
聴
取
等
に
関
す
る
定
め
を

置
い
て
い
る
が
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
趣
旨
か
ら
、
審
議
対
象
事
業
の
評
価
は
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
委
員
会
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
の
状
況
、
経
緯
等
も
踏
ま
え
つ
つ
独
自
の
判
断
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
、
設
置
・
運
営
要
領
で
地
域
住

民
等
か
ら
の
意
見
聴
取
等
を
義
務
付
け
る
ま
で
は
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

審
議
対
象
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
は
、
関
係
地
方
建
設
局
長
等
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
当
該
報
告
に
つ
い 

五 

 



 

四
の
イ
及
び
六
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

て
審
議
委
員
会
の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
検
討
を
行
っ
た
上
で
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
苫
田

ダ
ム
建
設
事
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

建
設
省
は
、
設
置
・
運
営
要
領
等
の
趣
旨
に
従
っ
た
審
議
委
員
会
の
運
営
が
行
わ
れ
た
か
否
か
を
関
係
地
方
建
設
局
長
等

か
ら
の
報
告
等
に
基
づ
い
て
確
認
し
て
お
り
、
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
に
つ
い
て
も
、
中
国
地
方
建
設
局
長
か
ら

の
報
告
等
の
内
容
か
ら
、
設
置
・
運
営
要
領
等
の
趣
旨
に
従
っ
た
委
員
会
の
運
営
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

学
識
経
験
者
で
あ
る
委
員
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
審
議
委
員
会
の
設
置
の
趣
旨
か
ら
、
河
川
局
長
通
達
に

は
「
学
識
経
験
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
に
関
し
地
域
の
意
見
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る
の
に
適
当
な
者
と
す
る
こ

と
」
と
の
み
定
め
、
関
係
都
道
府
県
知
事
が
自
ら
の
判
断
で
適
当
と
認
め
る
者
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ 

 

る
。 苫

田
ダ
ム
に
係
る
予
備
調
査
（
以
下
「
予
備
調
査
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
建
設
省
中
国
地
方
建
設
局
西
大
寺
工
事
事
務 

六 

 



 

八
に
つ
い
て 

ま
た
、
予
備
調
査
は
十
年
間
に
わ
た
っ
て
多
様
な
項
目
に
関
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
地
理
的
範
囲
も
苫
田
ダ
ム
の
建
設
予
定

地
の
周
辺
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
備
調
査
を
行
っ
た
日
時
、
地
点
等
と
し
て
特
定
の
も
の
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。 

昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
建
設
省
中
国
地
方
建
設
局
吉
井
川
総
合
開
発
調
査
事
務

所
及
び
苫
田
ダ
ム
調
査
事
務
所
に
よ
っ
て
流
量
観
測
、
地
形
調
査
等
の
河
川
管
理
上
必
要
な
基
礎
的
調
査
、
治
水
計
画
に
関

す
る
机
上
調
査
等
を
内
容
と
す
る
苫
田
ダ
ム
に
係
る
実
施
計
画
調
査
（
以
下
「
実
施
計
画
調
査
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
て 

 

い
る
が
、
建
設
省
は
、
こ
の
期
間
に
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
十
七
日
に
建
設
省
中
国
地
方
建
設
局
長
と
岡
山
県
苫
田
郡
奥
津 

さ
ら
に
、
予
備
調
査
に
お
い
て
は
多
様
な
調
査
が
行
わ
れ
、
膨
大
な
成
果
物
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
を

示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

所
、
岡
山
工
事
事
務
所
及
び
岡
山
河
川
工
事
事
務
所
が
流
量
観
測
、
地
質
調
査
等
の
基
礎
的
調
査
、
治
水
計
画
に
関
す
る
机

上
調
査
等
を
行
っ
て
お
り
、
昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
昭
和
四
十
六
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
同
ダ
ム
に
係
る
河
川
総
合

開
発
事
業
調
査
費
の
合
計
は
約
三
千
万
円
で
あ
る
。 

七 

 



 

九
に
つ
い
て 

ま
た
、
ダ
ム
の
管
理
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
ダ
ム
ご
と
に
そ
の
管
理
体
制
、
設
備
の
具
体
的
内
容
等
に
応

じ
た
経
費
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
苫
田
ダ
ム
に
係
る
管
理
体
制
、
設
備
の
具
体
的
内
容
等
が
未
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

実
施
計
画
調
査
に
要
し
た
費
用
の
合
計
は
約
十
六
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、
実
施
計
画
調
査
は
九
年
間
に
わ
た
っ
て
多
様
な

項
目
に
関
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
地
理
的
範
囲
も
苫
田
ダ
ム
の
建
設
予
定
地
の
周
辺
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
実
施
計
画
調
査
を
行
っ
た
日
時
、
地
点
等
と
し
て
特
定
の
も
の
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら

に
、
実
施
計
画
調
査
に
お
い
て
は
多
様
な
調
査
が
行
わ
れ
、
膨
大
な
成
果
物
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
果
を
示

す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

ダ
ム
の
管
理
は
、
ダ
ム
の
操
作
及
び
ダ
ム
の
堤
体
等
の
点
検
、
維
持
、
修
繕
等
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

は
苫
田
ダ
ム
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
。 

町
長
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
協
定
書
第
二
条
に
定
め
る
「
実
施
調
査
」
に
該
当
す
る
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
と
理
解
し
て
い

る
。 

八 

 



 

一
〇
に
つ
い
て 

建
設
省
中
国
地
方
建
設
局
が
昭
和
五
十
六
年
七
月
に
作
成
し
た
「
苫
田
ダ
ム
環
境
影
響
評
価
報
告
書
」
（
以
下
「
評
価
報 

 

告
書
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
れ
ま
で
に
同
局
吉
井
川
総
合
開
発
調
査
事
務
所
及
び
苫
田
ダ
ム
調
査
事
務
所
が
行
っ
て
き
た
文 

 

献
調
査
、
現
地
調
査
等
に
よ
る
苫
田
ダ
ム
に
係
る
環
境
上
の
影
響
に
関
す
る
調
査
（
以
下
「
環
境
調
査
」
と
い
う
。
）
の
結 

 
 

果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
環
境
調
査
に
係
る
業
務
委
託
に
対
し
て
支
出
し
た
費
用
の
合
計
は
約
三
千
万
円
で
あ 

 

る
。 さ

ら
に
、
御
指
摘
の
「
負
担
者
」
は
、
国
、
岡
山
県
及
び
今
後
苫
田
ダ
ム
に
係
る
ダ
ム
使
用
権
（
特
定
多
目
的
ダ
ム
法 

 
 

（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ダ
ム
使
用
権
を
い
う
。
）
の
設
定
を
受
け
る
者
で
あ 

 
 

る
。 ま

た
、
環
境
調
査
は
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら
昭
和
五
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
多
様
な
項
目
に
関
し
て
実
施
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
調
査
を
行
っ
た
日
時
等
と
し
て
特
定
の
も
の
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な 

 

い
。 さ

ら
に
、
環
境
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
評
価
報
告
書
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で 

九 

 



 

一
一
に
つ
い
て 

ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て
い
ま
だ
審
議
対
象
事
業
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
て
い
な
い
紀
伊
丹
生
川
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委

員
会
及
び
吉
野
川
第
十
堰ぜ

き

建
設
事
業
審
議
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
委
員
会
の
規
約
等
に
お
い
て
委
員
の
任

期
は
当
該
審
議
委
員
会
が
意
見
を
述
べ
る
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
、
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
後
に
は
解

散
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

現
時
点
に
お
い
て
既
に
審
議
対
象
事
業
に
関
す
る
意
見
又
は
中
間
的
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
審
議
委
員
会
の
う
ち
、
小
川

原
湖
総
合
開
発
事
業
審
議
委
員
会
、
成
瀬
ダ
ム
事
業
審
議
委
員
会
、
渡
良
瀬
遊
水
池
総
合
開
発
（
Ⅱ
期
）
事
業
審
議
委
員 

 
 

会
、
矢
作
川
河
口
堰ぜ

き

建
設
事
業
審
議
委
員
会
、
苫
田
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
及
び
高
梁
川
総
合
開
発
事
業
審
議
委
員
会

は
存
続
し
て
お
り
、
沙
流
川
総
合
開
発
事
業
審
議
委
員
会
、
宇
奈
月
ダ
ム
事
業
審
議
委
員
会
、
足
羽
川
ダ
ム
建
設
事
業
審
議

委
員
会
、
川
辺
川
ダ
ム
事
業
審
議
委
員
会
及
び
徳
山
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
は
解
散
し
て
い
る
。 

あ
る
。 

御
指
摘
の
「
改
正
河
川
法
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
審
議
委
員
会
か
ら
述
べ
ら
れ
る
意
見
は
、
河
川
法
（
昭
和
三

十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
河
川
整
備
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
十
分
考
慮
さ
れ
る
べ
き 

一
〇 

 



 

 

一
一 

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


